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特集　発掘調査が明かす築城技術の発展
～播磨から大坂、そして全国へ～

姫路城跡の石垣

　今回の特集は播磨の築城技術が秀吉の大坂築城に組み込まれ、織豊時代の城郭の発展に大きな役割を

果たしたことを紹介します。

　戦国時代までの“中世城郭”は石垣や瓦葺建物はまだ普及せず、“土の城”のイメージが残るものでした。

これに対して、織田信長や豊臣秀吉たちによって築かれる“織
しょくほう

豊系城郭”は、郭
くるわ

や防御などの縄張り（郭

の配置や門の位置）が著しく発達するとともに、石垣・瓦・礎石建物の３要素を導入して堅牢で恒久的

な構造を持つようになりました。つまり縄張りと３要素の両者が融合することで織豊系城郭は確立され

るのです。

　一方、戦国時代の播磨の城郭は、石垣・瓦・礎石建物の導入が戦国時代後半から進んでおり、城作り

の先進地域だったことが知られています。天正５年（1577）から播磨で戦乱に明け暮れた秀吉は、こ

の播磨の先進性に目をつけ、大坂城の築城に播磨の職人達を参加させました。

　この大阪城と播磨の城郭の関係にふれながら、本特集ではこれらの３要素から見ていきます。

姫路城は天正８年 (1580)

に３層の天守が建てられる

などの秀吉の改修が有名で

すが、引き続き織豊系城郭

としても改修が繰り返され

ました。

左の写真のように天守周

辺の郭群には織豊期の石垣

が残ります。この石垣の上

半は後世の積み直しですが、

下半は傾斜が緩く隅
すみかど

角部の

算
さ ん ぎ

木積みが未完成で古式の

形態を残します。このよう

に姫路城が織豊時代から大

規模な石垣を築くことがで

きたのは、播磨に多くの石

垣職人がいたためと考えら

れます。
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今回あつかう城郭

置塩城跡の石垣 感状山城跡の石垣（相生市教育委員会提供）

概説 播磨の城作りの技術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～石垣、瓦、礎石～

凡例

●中世城郭　■織豊系城郭　○近世城郭

　播磨の城郭では戦国時代末期の永禄・天正年間（1558 ～ 1592）の早い時期から石垣・瓦・礎石建

物が確認されます。

　石垣では幅 1 ｍ以上の大規模な石材を用いた置塩城跡や、総石垣に近い構造を持つ感状山城跡が知ら

れます。

　瓦は英
あ が

賀（姫路市）や大塚（三木市）の瓦職人が城郭の櫓などに葺いたといわれます。彼らは本来、

寺院の建物で仕事をしていた職人です。そのため城郭の瓦も寺院の瓦と同じものが葺かれていました。

　礎石建物は置塩城跡・感状山城跡・三木城跡などの主要な城郭のほか、多くの山城で見つかっています。

No. 城郭 所在地

1 感
かんじょうさん

状山城跡 相生市矢野町

2 置
おじ お

塩城跡 姫路市夢前町宮置
3 三木城跡 三木市上の丸町

4 端
はしたに

谷城跡 神戸市西区櫨
はせたに

谷町

5 兵
ひょうご

庫城跡 神戸市兵庫区中之島

6 宇
うのがまえ

野構遺跡 宍粟市山崎町宇野

7 叶
かな ど

堂城跡 南あわじ市松
まつほ

帆古
こ つ ろ

津路
8 大坂城跡 大阪府大阪市中央区

9 出
いず し

石城跡 豊岡市出石町内町

10 平
ひらふくごてんやしき

福御殿屋敷跡佐用郡佐用町平福
11 姫路城跡 姫路市本町

中
世
城
郭

織
豊
系
城
郭

近
世
城
郭
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天正９年（1581）に池
いけだつねおき

田恒興によって築城されました。天正 13年には池田氏の転封によって、羽
はしばひでつぐ

柴秀次が城の

受け取りを行っています。

平成 24年度（2012）、神戸市教育委員会による発掘調査で、総延長 75mにわたって石垣が検出されました。石

垣は花
かこうがん

崗岩で積まれ、五輪塔などの転用石を用いた野面積みのものでした。

　石垣には多くの墓石や石臼などが使われていました。

大きなものは築石に使われ、小さなものは間
ま

詰
づめいし

石になっ

ています。すべて周辺の墓地などから持ち込まれて転用

されたのでしょう。　

兵庫城跡の石垣で使用されていた転用石

兵庫城跡の石垣 ( 神戸市教育委員会提供）

兵
ひょうご

庫城跡

宇野構遺跡は中世山城で

ある長
ちょうずい

水城跡の山麓居舘で、

宇野佑
すけきよ

清の居館であったとい

われています。

これまで、この居舘は天

正８年（1580）に羽柴秀吉

に攻められ、山城とともに落

城したといわれていました

平成 24 年度（2012）の

当センターによる発掘調査に

よって、織豊期の石垣が検出

され、山城の落城後もこの構

が存続したことが明らかとな

りました。

宇
うのがまえ

野構遺跡

宇野構遺跡の石垣

織豊系城郭と石垣技術
～石を組み上げ、土台を固め～

　戦国時代の播磨・備前東部では早くから城郭に石垣が築かれたことが知られています。

　これらの石垣そのものは未熟な技術で、織豊系城郭につながるものではありません。しかし、天正年

間以降、織豊時代になると県内の城郭は一斉に近世城郭に近い城郭石垣を築き始めます。宇野構遺跡の

ような支城クラスの城郭でも、高さ３ｍと想定される本格的な城郭石垣が築けるようになるのは、元々

その地域に石垣の職人が大勢いたからと考えられます。おそらく、戦国時代に播磨にいた大勢の職人た

ちは、大坂城・姫路城などの織豊系城郭の築城に動員され、経験を積んで城郭石垣を築くことが出来る

ようになったのでしょう。
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間詰石 栗石（裏込石）築石

隅
角
部

外面 断面

つきいし ま づ め い し ぐりいし

す
み
か
ど

野面積みとは、石垣に用いる石にあまり手を加えず、自然石

に近いまま積んだ石垣です。

石と石にできる隙間には、石を安定させるために、より小さ

な石（間詰石）を入れて崩れるのを防いでいます。また、石垣

の裏側には、流水で崩壊しないよう、小さな石（栗石）を詰め

た部分があります。

石垣は、積んでいる石の加工具合と積み方によって、時代が

異なります。野面積みは、その中でも一番簡単な方法で、最も

古い積み方です。

　近世の出石城は慶長 9 年

（1604）に小
こい で

出吉
よしひで

英によって

築かれたとされています。

　平成18年度（2002）の豊

岡市教育委員会による発掘調

査によって、二の丸の石垣裏

込から古い時代の石垣が検出

されました。これは、織豊時

代に築かれた城郭の一部とい

われています。

石垣の構造－野
の づ ら

面積み－

出
い ず し

石城跡

出石城二の丸から発見された古い石垣（豊岡市教育委員会提供）

野面積みの模式図

　三原川沿いに所在し、慶長年間

（1596 ～ 1615）に豊臣家代官の石

川紀伊守よって築かれた城跡です。

　昭和58～59年度（1983～1984）

の兵庫県教育委員会による発掘調査

によって、高い石垣を持つ野面積み

の石垣が検出されました。

　石垣は隅角部をシノギ積みとする

傾斜の緩やかなもので文禄～慶長初

期の特徴を持っています。

叶
か な ど

堂城跡

叶堂城跡の石垣
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　城郭に瓦葺き建物が登場するのは、一般的には 1580 年代以降とされます。しかし、播磨ではそれよ

り古い戦国時代後半から置塩城跡・御着城跡・三木城跡などの主要な城郭で瓦葺建物が検出され、瓦職

人達の活躍が知られています。

　近年の研究で播磨の城郭と大坂城の両方から播磨の瓦職人が活躍した痕跡をたどることができる資料

が見つかっています。例えば、置塩城跡や姫路城跡に葺かれた瓦と同文の瓦が大坂城跡で出土している

点や、瓦に記された銘文があります。ここでは置塩城跡に葺かれた瓦と大坂城跡で出土した瓦の銘文から、

そのことを紹介します。

豊臣期大坂城跡の石垣
（（公財）大阪市博物館協会大阪文化財研究所提供）

豊臣期大坂城跡出土の銘文瓦（大阪府教育委員会提供）

右の写真は、置塩城跡の中心郭である第Ⅱ - １郭か

ら出土した瓦で、背面に「甚六作」の銘文が確認され

ます。甚六は三木に住み播磨や京都で活躍した瓦職

人、橘国次の息子といわれています。国次・甚六と兄

の弥六たちは 16世紀前半から書写山円教寺などの播

磨国内の多くの寺院で仕事をしていますが、この資料

によって 16世紀後半頃には置塩城跡などの城郭でも

仕事をしたことが明らかになりました。

左下の写真は、大阪府立大手前高校の校舎建設に伴

う調査で出土した瓦です。溝の側壁に転用された状態

で出土しましたが、この場所は秀吉の時代には大坂城

の三の丸であったといわれ、瓦も元々は郭内の建物に

葺かれていたと思われます。銘文の「三木郡大塚」は

三木市西部の地名で「甚九郎同甚八」は甚の通字から

甚六との親子関係が指摘されています。

おそらく甚九郎と甚八たちは播磨での仕事を評価さ

れ、秀吉によって大坂城で活躍の機会を与えられるこ

とになったと考えられます。

「甚六」と「うつミ甚九郎同甚八」

置塩城跡出土の鳥
とりぶすま

衾（姫路市教育委員会提供）

「
播
州
三
木
郡
大
塚
住
人

う
つ
ミ
甚
九
郎
同
甚
八
両
作

□
天
正
拾
二
年
正
月
吉
日
」

甚　
　
　

六　
　

作

瓦職人の活躍
～人を呼び込み、瓦をつくり～
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置塩城跡の塼列建物（白破線は建物の範囲）
（姫路市教育委員会提供）

端谷城跡の塼列建物（白破線は建物の範囲）
（神戸市教育委員会提供）

置塩城跡は播磨守護赤松氏の戦国時代の本

城で、播磨最大の中世山城です。このうち第Ⅰ

- １郭から塼列建物が見つかっています。建物

は郭の南縁、城下を見下ろす場所に建つもので、

南北に主軸を持ち、床下は礫
れき

敷きで、ころばし

根
ね だ

太を置いており、板床だったと思われます。

　端谷城跡は、明石川支流の櫨
はぜたに

谷川の最奥部に

位置する山城です。16世紀後半に衣笠氏によっ

て整備されたと考えられています。主郭で発見

された塼列建物は、主郭の櫓台に付属する建物

と推定されます。建物内部の床面からは十数領

の甲
かっちゅう

冑が出土しました。

置
お じ お

塩城跡と端
はしたに

谷城跡

塼

ころばし根太

礎石

石敷き

土壁

塼列建物の模式図

礎石建物・　列建物の導入
～柱を建てて、壁を塗ったら～

　塼
せんれつ

列建物は堺環濠都市遺跡で建築されるようになった蔵の建物で、礎石建ちで土壁構造をもつ当時と

しては耐火性に優れた頑丈な建物です。塼とは瓦製のタイルのようなもので、建物基礎の外周に貼り付

けられていました。

　この建物は戦国時代に大阪湾岸の各地や播磨などで普及します。しかし、その頑丈な構造と土壁の防

弾性に着目して、播磨では城郭の櫓に転用することが始まるのです。置塩城跡と端谷城跡では、城跡で

最も重要な主郭の櫓にこの塼列建物が建てられていました。　

　まだこの時代の城郭は建物や石垣などに城郭独特の技術を持たなかったので、寺院や御殿、町屋など

様々なところから技術を取り入れました。塼列建物の櫓への転用は、その一例と考えられます。
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竹
木
舞

荒
壁
塗
り

大
ま
だ
ら
直
し

漆
喰
塗
り

上の写真に見られるように、姫路城跡では高石垣の上に築かれた櫓や塀は、白壁に覆われています。

この白壁は、上の図のような構造をしています。まず骨組みとなる木組みを竹などで編みます（竹
たけこまい

木舞）。その上から素地となる

壁土を塗りつけます（荒壁塗り）。次に、荒壁の凹凸を直し、厚みを整えます（大まだら直し）。最後に、漆
しっくい

喰を塗って、完成です。

塼列建物で見られた壁構造を発展させたもので、屋根に葺かれた瓦とともに、漆喰と分厚い土壁によって耐火性が非常に高くなっ

ています。この重量のある建物を支え、城壁の役目を果たすのが、高石垣です。叶堂城では、隅角部がシノギ積み（鈍角）でしたが、

姫路城では矩
くけい

形（直角）になっており、石垣の構築技術の向上がわかります。

白壁の断面構造姫路城天守群

城郭技術の完成　

　織豊城郭の技術として縄張り構造と共に導入された石垣・瓦・礎石建物の 3 要素は、文禄・慶長の役、関ヶ

原合戦を経て技術的に発展することで、近世城郭として完成の域に達します。

　兵庫県内では姫路城・篠山城・明石城・尼崎城・出石城・龍
た つ の

野城・豊岡城・洲
す も と

本城・赤
あ こ う

穂城などがあります。

これらの城郭では四周を高
たかいしがき

石垣で囲み、瓦葺きで白壁を備えた櫓や多門櫓が設けられます。このように石垣・

瓦・礎石建物の 3 要素が有機的に組み合わさることに加え、戦乱のない時代に大名たちが築城に心血を注

いだ結果、各地に大規模な城郭が次々と生み出されることになりました。

～播磨と天下人～

　以上、見てきましたように、戦国時代から近世に至る過程で、城郭の構造は大きく変化を遂げます。そ

の変化の前提として、築城技術の先進地域である播磨の技術者の活用や技術の導入が重要な役割を果しま

した。

　信長や秀吉の築城というと、彼らの個性のみが城郭に反映すると思われがちですが、彼らの築城は京都・

奈良をはじめとする各地の職人たちを動員し、その技術を融合して築城を完成させたものです。

　塼列建物で見たように、播磨では瓦葺建物や蔵構造建物にその地域の独自性があり、織豊城郭はその長

所を取り入れるのです。城作りの技術が、トップダウンではなく、各地の優れた技術を継承していったこ

とが、織豊系城郭が発展する結果に繋がったのです。

おわりに
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兵
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編集後記

平福御殿屋敷跡の発掘調査の成果を活かして、

西播磨県民局では佐用川の河川改修工事に際し、

河川拡幅区域内に発掘調査後の慶長期の石垣の石

材を再利用して護岸を整備し、修景を行っていま

す。この石垣は慶長期の城郭石垣に比べると、石

の積み方が異なりますが、実際の石材を使って平

福御殿屋敷跡の雰囲気を再現しています。

このたび当センターでは、埋蔵文化財の知見を

生かした新たなまちづくりの連携協力に取り組ん

でいます。

石垣遺構を有効活用した護岸工事

平福御殿屋敷跡の石垣を再利用した佐用川の護岸工事

まちづくりまちづくりを活かした

　平福御殿屋敷跡は姫路城跡の支城、利
りかん

神城跡の山

麓居館（山麓に位置する城主の日常生活のための屋

敷）です。慶長５～ 10 年（1600 ～ 1605）にか

けて池
いけだよしゆき

田由之によって築かれました。平成 24年度

（2012）に当センターによる発掘調査により、城郭

石垣の一部が検出されました。

　左の写真の石垣は御殿屋敷の南側を限るもので、

手前は堀跡になります。石垣は高さ 3ｍ、堀の幅

は 13ｍと大規模なものです。石垣の下面は岩盤を

削平し、その上に石材を直積みしています。

平
ひらふくごてんやしき

福御殿屋敷跡

平福御殿屋敷跡の発掘調査で現れた石垣

当センター埋蔵文化財調査部では平成 24 年度に平福御殿屋敷跡、

宇野構遺跡の発掘調査を行い、石垣遺構を発見するなど様々な調査成

果を得ることができました。今回の特集はこれらに加え、過去の城郭

関連の発掘調査成果を盛り込んだものです。戦国・安土桃山時代は強

烈な個性の武将に注目が集まりがちですが、発掘調査は歴史の陰に

隠れた無名の職人たちが活躍していたこと、播磨が城作りの先進地域

だったことを明らかにしました。

播磨ゆかりの武将黒田官兵衛のドラマ化、大詰めを迎えた姫路城大

天守の修理など、これから播磨の城郭をめぐる話題は多くなりそうで

す。本号が城郭見学の参考になれば幸いです。
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①現存する石垣から、②右側の部分が購入した自然石を用いた石積み、
③左側が再利用の石積みです。
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